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病 l 型ウイルスの遺伝子産物であるタンパク質消化酵素の自己消化耐性体 CC2A-HTLV-1 PR)を合成ターゲットと
して取り上げ、その合成を通してチオエステル法におけるエピメリ化の実体と抑制法について検討し、合わせて化学
合成酵素の酵素学的解析と阻害剤開発のための基礎研究を行うこととした。





う収率の向上も実現できたので二段階目の縮合を行い、目的物である C2A-HTLV-1 PR を40%の収率で得ることが
できた。
得られた C2A-HTLV-1 PR を活性体へと誘導し、その酵素学的性質を調べた。合成酵素は HTLV-1 PR の基質は
加水分解し、 HIV-1 PR の基質は分解しなかった。さらに、酵素の反応速度パラメーターの解析を行ったところ、合
成 C2A-HTLV-1 PR は、生物学的手法により調製された C2A-HTLV-1 PR 及び、 HTLV-1 PR を用いた実験の報告
値と同等の酵素活性を有することが明らかとなった。これらの結果より、 C2A田HTLV-1 PR の化学合成が達成され
たものと判断した。











解析を行い、その抑制条件を明らかにした。改良した合成条件を用いて、医学的にも重要なヒト T 一細胞白血病 1 型
ウイルスの遺伝子産物である 125アミノ酸残基からなるタンパク質消化酵素を合成し、構造形成反応の後、酵素活性
を有するものを得ることに成功した。さらに、合成酵素を用いて本酵素の基質特異性を明らかにし、限害剤の開発に
必要な知見を得ることに成功した。よって、本論文は、博士(理学)の学位論文として十分価値のあるものと認める。
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